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Danner Japan 様　
火消し刺子ワークブーツ

火事と喧嘩は江戸の華とうたわれるほど火事の多かった
江戸時代。火事に立ち向かう男たち「火消し」のワーク
ウエアが「火消し刺子半纏」である。
その「火消し刺子」生地を、アメリカ生まれのヘビー・
デューティーブーツの「ダナー」ワークブーツのアッパー
素材、インナー素材として使用。
また革部分は「コードバン革」を使うという贅沢な仕様
のブーツである。

ダナーが、最初に作ったブーツは森林伐採人用のもので、靴底

には鋲が打ち込まれている靴でした。そして 1952 年にはアメ

リカで初めてビブラム・ソールを用いて、クライミング・シュー

ズを作り出しました。1980 年、世界初のゴアテックス・ブー

ツを発表しました。

このようにダナーは、常に履く人の業種や使われ方を考えて、

それぞれの現場で本当に実力を発揮するヘビーデューティーな

靴を作り続けてきました。ダナーは、いかなる時代の変化にも

個性を失わず、履く人が誇りをもって履ける最高の品質の靴を

かたくなに作り続けていきたいと考えています。

「和魂洋才のブーツ」


